




共催 大森公証役場・蒲田公証役場・社会福祉法人大田区社会福祉協議会 ／ 後援 大田区 

令和８年度 公証週間特別講演会 

 

～遺言・家族信託・任意後見・尊厳死宣言・死後事務委任～ 

 

体が不自由になってしまったときや認知症になった場合の対策、遺言や相続、

死の迎え方など、長い人生を過ごすうえで気がかりなことはたくさんあります。 

「誰に」「何を」「どのような方法で」任せておくのが良いのか、元気なうちに

備えられることを専門家が分かりやすく解説します。 

 

日時 令和 ８年10月 ６日（火）午後1時30分～3時 
※ 開場は1時15分～ 

会場 大田区消費者生活センター 大集会室 
（大田区蒲田五丁目 13番 26） 

講師 公証人 高橋 孝一 氏（大森公証役場） 

定員 50名 

参加費 無 料 

申込・問合せ おおた成年後見センター（事前予約制） 

電話番号 03-3736-2022 

       

 

 

  

  

遺言・任意後見・尊厳死宣言・各種契約書類の公正証書作成などについて、 

無料でご相談に応じます。 
 

 

開催時間 午後１時30分～4時30分 

定員 10名（各 20分） 

申込・問合せ おおた成年後見センター 

（事前予約制） 

電話番号 03-3736-2022 

 

『公証人』… 裁判官や検察官などを長年経験した者の中 

から法務大臣により任命され、公正証書の 

作成などの仕事を行っています。  

 

公証人による相談会 

人生のエンディングに備えて  

 

 会場案内図（JR 蒲田駅東口から徒歩５分） 



“遺言はこれから先の安心設計” 
相続の争いをなくす遺志を残す。 
 

 

 

□遺言は、遺言者の大事な財産を、

相続人など誰に遺すかを決め、相続

をめぐる争い（身内の争い）を防止

するために作成します。 

□公正証書遺言は、公証人が作成す

るので、正確かつ法律的に問題のな

い遺言を残すことができます。 

●特に遺言が必要な場合として 

○子どもさんがいないご夫婦 －相

続人が兄弟の場合、全ての財産を配

偶者に遺すことができます。 

□公正証書遺言は、裁判所の検認手

続きは不必要で、登記等も単独でで

きます 遺言執行者が預貯金の払戻

しもできます。 
 

 
□障害があるお子さんの“親亡き

あとを”家族信託又は遺言信託で

定めることができます。またその 

子が亡くなったあとの受益者又は

権利者についても決められます。 
 

 

 

□遺言者がご自身で全文を自署し

押印して作成します。□書き方が法

律によって定められているため、誤

りがあると全体を無効にするおそ

れがあります。□家庭裁判所の検認

手続が必要です。 

 

 

□「延命措置は行わないでください」と

公正証書で宣言もできます。 

■ 認知症が心配である、将来に備

えたい― 

■ 入院・入所している親族の後見
をし、預金の払戻しなど生活の

支援をしたい―  

■ そのために任意後見契約や見守り契約を！  

 

 

 

□任意後見契約は、将来、認知症などで判断能

力が不十分な状態になった場合に備えて、あら

かじめ選んだ「任意後見人」に、自分の生活や

療養看護、財産管理に関する事務を委任する契

約です。 

□本人の判断能力が低下した後、家庭裁判所が

選任する任意後見監督人の監督のもと本人を

代理し、本人の保護・支援をすることが可能に

なります。 

□代わってや

ってもらう事

務の一般的な

例としては、

財産の管理、

銀行・郵便局

との取引、定

期的な収入の

受領、定期的

な支出を要す

る費用の支払

いに関する事

項、福祉関係

施設や病院との手続きの処理などです。 

 

 

 

□本人に判断能力がある場合でも、病気や事故、

怪我、あるいは加齢によって、自分のことを自

分でやることができないなど支援が必要な場

合に、同じく本人の生活、療養看護や財産管理

に関する事務を委任する契約（見守りも）を結

ぶものです。 

 

◇問合せ先◇ 

・大森公証役場     ☏3763-2763 

・蒲田公証役場     ☏3738-3329 

・大田区社会福祉協議会 ☏3736-2022 

（おおた成年後見センター） 

信託(家族信託・遺言信託) 

尊厳死宣言 
 

本 人 

契 約 

家庭裁判所 

選 任 

監 督 

任意後見人 任意後見 

監 督 人 

請求 

解任 

これからの安心設計 















第１部

基調講演

13：45～14：35

第２部

活動紹介・交流

14：５０～16：30

気づき・共感から実践へ
〜まちはどこでも学びの場〜

講師 佐甲 学 氏
（中部学院大学 人間福祉学部 人間福祉学科 教授）

地域における
「ボランティア」と「福祉学習」の必要性

～まちを良くするチカラを学ぶ～

登壇者 ●ボランティア団体 Cleanup&Coffee Club池上

●こども食堂 まほろば食堂

●大田区手をつなぐ育成会 心のバリアフリーすすめ隊

おおた
広がれボランティアの

つどい
2026

主催／
社会福祉法人
大田区社会福祉協議会

共催／大田区

手話通訳
あり

日時

会場

2026年10月24日土
13:30～16:30〈開場13:00〉

大田区民ホール
アプリコ 地下１階展示室
（大田区蒲田5-37-3）

問合せ

おおた地域共生ボランティアセンター

おおた
広がれボランティアの

つどい
2026

みんなが主役☆地域の輪
見て・聞いて・やってみるボランティア×福祉学習

SNSやAIの発達により、世界中の出来事や、誰かの困りごとの情報があっという間に広まる時代になりました。
一方で、「大変だな」と思いながらも、自分の暮らしとは切り離して受け止めてしまうことも増えています。
だからこそ今、わたしたちの地域で「福祉を自分ごととして考える」ことが大切になっています。
福祉教育は、特別な人のための勉強ではなく、「ふだんのくらしのしあわせ」をみんなで考え、行動するための
学びです。子どもも大人も一緒に学び、気づき、ボランティアなどの小さな一歩を重ねていくことで、
「おたがいさま」と言い合える安心のまちを育てていきませんか。

申込み

GoogleフォームまたはFAX

FAX：3736-5590

TEＬ：3736-5555

参加費
無料

https://x.gd/dvGko

申込受付：10月19日（月）まで



THE AICHAN TIMES
2026.08.17.monday

『おおた広がれボランティアのつどい2026』
１０月２４日（土）アプリコにて開催決定！

第１部は、中部学院大学の
佐甲学教授による基調講演で
す。普段からボランティアや
福祉に携わっている方だけで
はなく、どなたでもご参加い
ただくことができます。日頃
の活動のスキルアップに！身
近な地域でつながりを広げる
ために！一緒に学びあいま
しょう。
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ボランティア団体・こども食堂等の
活動紹介＆疑似体験
第２部では、区内で活動するボ

ランティア団体やこども食堂の皆
さんから、大切にしていること、活
動を始めたきっかけ、続けてこら
れた思いなどをお話しいただきま
す。身近な活動事例を知ることで、
「自分にもできること」を見つ
け、新たなつながりやボラン
ティア参加へのきっかけとして
いきます。

また、知的障害への理解を深
めるため、日常で感じている
「わかりにくさ」「不安」等を
体感する疑似体験を行い、支援
が必要な理由や、配慮があると
どう変わるかを実感する体験を
します。私たちそれぞれができ
る関わり方を一緒に考え、「福
祉学習」から「ボランティア」
へつなげていきましょう！

お申込みは、10月19日(月)まで！

＊参加申込み
Googleフォーム

こちら↓

社会福祉法人  大田区社会福祉協議会

会場案内図

ふりがな

氏 名

電話番号

所 属

［任意］

当日参加にあたり
配慮の有無

有（ ）
無

＊FAX参加申込書

03-3736-5590↓

［駐輪場について］ 
本施設地下にアロマ地下駐輪場（有料）がございます。 

［駐車場について］ 
本施設地下2Fに区営アロマ地下駐車場（有料）がございます。

 

福岡県生まれの関西育ち。
同志社大学で社会福祉を学び、
卒業後、全国社会福祉協議会
に就職し、全国の社会福祉協
議会組織や社会福祉施設、ボ
ランティア活動、災害支援な
どに関わる仕事に従事。2006
年にルーテル学院大学大学院
で修士（人間福祉）を取得。
2022年４月から中部学院大学。

中部学院大学
教授
さこう まなぶ

佐甲 学 氏

臨 時 号

https://x.gd/dvGko



令和８年６月１日(月)・４日(木)・６日(土)・７月７日(火)の４日間、区内４つの会場にて住

民懇談会を開催しました。当日は自治会・町会の皆様や民生委員児童委員の皆様をはじめ、地域

の様々な方々が４会場合わせて８３名ご来場くださり、小グループに分かれて懇談を行った結果、

４００近くのご意見をいただくことができました。

今回は懇談に先立ち、「クロスロードゲーム」という「災害時などにおける正解のない究極の

選択」を題材に、参加者同士でさまざまな意見や価値観を共有するゲームを実施しました。ゲー

ムを通じ参加者同士の交流を深めた後、続いて【災害時に備える平時からのつながりづくり】を

テーマとして懇談を開始。どの会場でも、和やかな雰囲気のなか活発に意見が交わされました。

令和６年度から始まった第７次大田区地域福祉活動計画の着実な推進を目指して、計画の基本

理念である【みんなでつくる 共につながりあう まち】を体現した住民懇談会は、今後も毎年

実施してまいります。次回も皆様のご参加をお待ちしております。

社会福祉法人
大田区社会福祉協議会

令和８年９月１４日

・身近の方とは出来るだけ交流を深め、何かあった時の助け
 を頼まれる関係づくりをしたい
・活動団体同士だけではなく、新しい方々も一緒に入っても
らえる雰囲気づくりをする
・楽しい、学べる、参加したくなるイベントをして、人とつな
がれる機会を増やしてもらえたらいいな
・コンビニ、お店 日頃から町会などでつながっていると、
災害時助けてくれる
・・・一部をご紹介しました・・・

※大田区社協のマスコットキャラクター
「あいちゃん」のシールを使い、設問に
対してご自身が「Yes」「No」と思う方
に貼り付けてもらいました。

【クロスロードの設問例】

状況：被災後、自宅にとどまる高齢者を
訪問しました。「自分は大丈夫。
放っておいてくれ」と拒絶されま
した。しかし、生活環境は明らか
に悪化している状況です。

問い：本人の意思を尊重し、訪問を打ち
切りますか？

たくさんのご意見をありがとうございました！

～当日いただいたご意見～

住民懇談会開催報告

会場で出たご意見・
当日の様子など、
詳しくはこちらから→

懇談会当日の様子クロスロードゲームの例

令和８年度


